
深山林中に生える。葉は長さ3-6cm、幅3-4cm、長さ1-2cmばかりの葉柄に続く。花茎は5-7月出て、1花頂

生し、高さ10-20cm。萼片および側花弁は淡緑色で、紫色の斑点があり、倒披針形または線状披針形。唇

弁は白色で直立し、卵形、基部は短くくさび形、ほぼ中央で3裂する。

新たな生育地が確認されているが、生育地が限られて
おり、シカや小動物の採食による影響が著しい。急激に
減少しており絶滅が危惧される。2020年版でBランクか

らAランクに変更した。

生育地である樹林の保全と採取の防止が重要である。
また、シカによる影響も生じているため、保護柵設置等
の対策が緊急に必要な状況である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

西播磨、但馬

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…イチヨウラン
環境省ランク… －Dactylostalix  ringens  Rchb.f.


